
































































































者は 88.0％、病院処方の鎮痛剤を服用している者は 8.9％、どちらも服用している者は 3.2%
であった 6）。 
中島らが体育系学生団体に所属する大学生女子アスリートを対象に行った研究では、平







「関係なし」は 44.7％、「月経前」は 29.5％、「関係なし」は 15.9％であった。また、婦人
科受診のある人の割合は 36.8％、月経移動について「知らない」と答えたのは 34.2％、「聞































































































































































































13）能瀬さやか、中村真理子、石井美子、須永美歌子、小清水孝子、Health Management  


















前森桃子 八戸学院大学 看護学科 助手 
藤邉祐子 八戸学院大学 看護学科 講師 
坂本保子 八戸学院大学 看護学科 准教授 
髙橋雪子 八戸学院大学 看護学科 教授 




Ｎｏ． 筆頭著者・発行年 論文種別 論文名 研究方法 対象・人数 目的 結果 考察
1 萩原真美・2020 原著論文
運動部に所属する高校生アスリートの月経
に関連した問題と競技パフォーマンスへの影
響
量的研究
質問紙法
東京都、埼玉県、千葉県に
ある高等学校の陸上部、体
操部、新体操部、チアリー
ディング部、ダンス部に所
属する女子学生・380名
運動部に所属する高校生アスリートを対象
に、月経周期異常や月経随伴症状の実態を
調べること、またどのような症状が月経中の
競技パフォーマンスに影響を与えているのか
を明らかにする。
月経中にパフォーマンスが低下すると自
覚している者ほど月経随伴症状尺度の得
点が高く、症状が重いことが明らかになっ
た。
高校生への性教育プログラム
に、自分自身の月経周期異常や
月経随伴症に対処できるような
教育を組み込む必要性が示唆さ
れた。
2 中島千佳ら・2020 原著論文
北海道内の女子大学生バスケットボールお
よびバドミントン選手に対する月経に関する
アンケート調査
量的研究
質問紙法
体育系学生団体に所属す
る大学生女子アスリート・39
名
女性アスリートの月経周期異常については、
トップアスリートを対象にした報告が多く、全
国大会レベルを対象とした報告は少数であ
る。北海道内の大学生アスリートに対し、月
経による問題を明らかにする。
月経痛を訴えたのは94.7%、その他月経随
伴症を訴えたのは81.6%であり、多くのアス
リートが月経による問題を抱えながら競技
をしていることが明らかになった。
全国大会レベルの大学生アス
リートにおいても月経痛やその他
の月経随伴症状によって競技に
支障をきたす割合が高く、正しい
知識やコンディション管理法教
育・啓蒙の必要性が明らかとなっ
た。
3 樋口明奈ら・2017 原著論文
月経周期における大学女子バレーボール選
手の足関節機能の変化－筋力、関節位置
覚、関節柔軟性に着目して－
量的研究
比較研究
月経周期に乱れがない大
学女子バレーボール部の
学生・６名
月経周期を月経期・卵胞期・黄体期の３期に
分け、月経周期における足関節機能（筋力、
関節位置覚、関節柔軟性）の変化を明らか
にする。
月経周期と足関節底屈・背屈筋力の関係
については、各周期において足関節底
屈・背屈筋力、足関節位置覚、足関節柔
軟性に統計学的に有意な差を認めなかっ
た。
月経周期が足関節機能に影響を
与えない可能性が示唆された。
4 黄仁官ら・2016 原著論文
アスリートにおけるコンディショニング指標の
為のデータ構築の試み
―大学女子駅伝ランナーの場合―
量的研究
測定法
Ｎ体育大学の陸上競技部
に所属し、長距離及び駅伝
を専門とする女子選手・８名
年間を通じてトレーニング量やパフォーマン
スを柱とした生理・心理（主観性）要因を検討
し、女性アスリートのパフォーマンス向上を阻
害すると考えられる起因を調査し、その予防
策となり得る指標づくりの可能性を探ることを
目的とする。
対象期間中（４か月）において、月経周期
が正常な３名のうち２名は１度ベスト記録
のレースを示しており、不定期な２名はベ
スト記録を達成している。ほとんどの被験
者はレースがあった時期に月経周期が重
なっていないことを確認した。
月経周期が直接長距離選手の競
技力に影響を与えないという先行
研究を支持しながらも、月経周期
における心理的要素がパフォー
マンスに与える影響や怪我、栄
養面など通常時とレース時との
違いに関する検討も考慮するべ
きと考えられる。
5 佐々木万丈ら・2015
原著論文
（解説）
女性スポーツ選手による月経及び月経随伴
症に対する認知的評価
量的研究
質問紙法
国内の３大学において、運
動部に所属し活動している
女子大学生・188名
月経や月経随伴症を女性の競技上あるいは
競技生活上のストレッサーと考え、さらにそ
れに伴う様々な側面でのネガティブ反応をス
トレス反応ととらえ、心理学的ストレス研究の
視点から月経に関わるストレス状況への効
果的な適応のあり方を考察することを目的と
する。
指導者と仲間との人間関係に関わる嫌悪
感を伴う対人関係のストレッサーが、ほぼ
半数の選手において経験されていること
が明らかになった。さらに、そのような経験
を持つ選手は脅威の認知が高く、コント
ロール感が低いことが指摘された。競技
場面も特性不安はそのような認知的評価
に影響を及ぼしていることが示唆された。
競技イベントに重なった月経
や月経随伴症は脅威と評価さ
れ、さらに対人的なストレス状況
の生起につながることが考えられ
た。女性選手は競技イベントと月
経や月経随伴症が重なった場合
の認知的評価や特性不安の影響
をあらかじめ理解しておくことが
必要といえる。
6 七尾由美子ら・2014 原著論文
北陸地域における大学生女子スポーツ選手
の健康に関する研究
量的研究
質問紙法
体力テスト
大学女子ソフトボール選手・
９名
雪が多い地方の女子選手の年間健康状態
を把握することを目的とする。
年間を通じて体重に変化は無かったが、９
月から12月に体脂肪率が増加し、７月に
減少した。この期間、疲労感は増加傾向
を示し、シーズンオフ中の体調管理がうま
くいっていないことを示した。特に７月に体
脂肪率が減少した者は月経不順者が多
く、疲労感も強かった。
女子ソフトボール選手の調整期
に体脂肪率が緩やかに減少すれ
ば、健康管理もうまくいくことが考
えられた。
7 谷麻也夏ら・2021 原著論文
大学女子アスリートにおけるストレス反応、
コーピングおよび生活習慣と月経前症候群
との関連性
-構造方程式モデリングによる検討-
無記名式
自記式
質問調査
A大学の運動部36部に所属
する女子選手・495名
大学女子アスリートにおけるストレス反応、
コーピングおよび生活習慣とPMSとの関連
性について、構造方程式モデリングを用いて
明らかにする。
PMSに直接関連しているのはストレス反
応であり、情動焦点型コーピング、食事摂
取量はストレス反応を介して、間接的に
PMS得点に関連していることが示された。
ストレッサーの回避や情動焦点
型コーピングの強化、また偏りの
ない十分な食事摂取量、運動量
の適正化や睡眠により休息をと
ることが、PMS対策として有効で
ある可能性が示唆された。
表１　月経と女子アスリートに関する研究の概要
－ 57 －
前森桃子：月経が女子アスリートに及ぼす影響に関する文献検討
